
June 2015
第734号
平成27年6月１日発行

（毎月１日発行）

Public Relations SAMEGAWA

［広報］

６

▼
「
夏
草
や
兵
ど

も
が
夢
の
跡
」。

８
年
ぶ
り
の
村
議

会
議
員
選
挙
、
改

選
後
初
と
な
る
村

臨
時
議
会
は
５
月
７
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会

委
員
な
ど
の
新
た
な
議
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。
各
議
員
が
、
将
来
の

夢
や
村
づ
く
り
を
住
民
に
訴
え
て
当

選
。
夢
の
実
現
、
公
約
の
達
成
に
向

か
っ
て
全
力
で
励
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
▼
私
も
村
民
を
代
表
し
て

い
る
議
員
の
皆
さ
ん
の
考
え
や
提
案

を
尊
重
し
て
議
論
を
交
わ
し
、
村
民

の
負
託
に
応
え
る
村
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
▼
27
年
か
ら
36
年
ま
で
の
10

年
間
の
村
づ
く
り
「
第
４
次
鮫
川
村

振
興
計
画
」
の
基
本
理
念
は
、「
つ
な

が
り
で
支
え
輝
く
む
ら
づ
く
り
」。

①
ま
め
な
暮
ら
し
を
生
か
し
た
村
づ

く
り
②
人
が
集
ま
る
美
し
い
村
づ

く
り
③
つ
な
が
り
を
活
か
す
村
づ

く
り
―
そ
し
て
、
最
終
目
標
は
「
村

民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
溢
れ
、
安
心
し

て
、
楽
し
く
、
豊
か
に
、
そ
し
て
、
誇

り
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
鮫
川
村
の
創

生
」
で
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
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村長室

親と仲人の薦めで結婚した水野さ

ん夫妻。博和さんは定年まで郵
便局に勤め、その後、村教育委員会で

村史編さんに携わりました。その間、
洋子さんは家事、子育て、親の介護。
「家の事を任せきりで苦労をかけた。
感謝している」と博和さん。これまで

を振り返り、「結果は良かった」と２人

は顔を見合わせて笑います。
　思い出は、群馬県水上温泉へ行った

新婚旅行、初めて飛行機に乗った九州
旅行、富士登山など、数えきれません。
　多趣味な２人は、「好きなことがで

きて、今が一番幸せ」ときっぱり。健
康を第一に考え、趣味やスポーツな

ど、精力的に活動する毎日です。

歩みEpisode_17

半世紀の

金婚を迎えたご夫婦を紹介

水野博和さん 洋子さん
赤坂東野字広畑／ 1964（昭和39）年５月結婚

Selfcare
【特集】セルフケア

自分の健康は自分で守る



45

【表１】鮫川村の生活習慣病治療者数の構成割合

全体 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病性腎症

383人
38人 49人 2人
9.9％ 12.8％ 0.5％

基
礎
疾
患
の
重
な
り

高血圧
31人 41人 2人
81.6％ 83.7％ 100％

糖尿病
13人 20人 2人
34.2％ 40.8％ 100％

脂質異常症
15人 26人 0人
39.5％ 53.1％ 0.0％

高血圧症 糖尿病 脂質異常症 高尿酸血症
237人 84人 141人 23人
61.9％ 21.9％ 36.8％ 6.0％

※25年５月診療分のデータ

【表２】１人当たりの医療費

鮫川村 同規模平均 福島県 国
20,004円 25,110円 23,092円 22,616円

血
管
を
守
る
こ
と
が
予
防
に

　

日
本
人
の
死
因
の
半
数
以
上
を
占
め

る
て
い
る
の
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
。
全
て
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
す

る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
に
は
、
▼
肥
満
▼
高
血

圧
▼
糖
尿
病
▼
脂
質
異
常
―
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
食
事
や
運

動
不
足
な
ど
、
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
生

活
習
慣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も

の
で
す
。
あ
る
日
突
然
発
病
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
覚
が
な
い
だ

け
で
、
病
は
少
し
ず
つ
体
を
む
し
ば
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
活
を
続
け
、
内
臓
脂
肪

が
蓄
積
さ
れ
た
状
態
が
、
病
気
の
危
険

因
子
を
い
く
つ
も
併
せ
持
っ
た
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
一
つ
一

つ
が
軽
度
で
あ
っ
て
も
、
重
複
す
る
こ

と
で
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
危
険
性
は
飛

躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
弾
力
性
が

低
下
し
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
る

病
気
で
す
。
血
管
の
中
膜
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
が
た
ま
り
、
血
管
内
腔
を

狭
め
て
い
く
と
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く

な
り
ま
す
。
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
、
最
終
的
に
は
血
管
を
完
全
に
ふ
さ

い
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
心
臓
で
起

こ
れ
ば
心
筋
梗
塞
を
、
脳
で
起
こ
れ
ば

脳
梗
塞
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
弾
力

性
が
低
下
し
た
血
管
に
高
い
圧
力
が
か

か
る
と
、
血
管
が
破
れ
て
脳
出
血
な
ど

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
血
管

の
健
康
を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
も
言
え

る
わ
け
で
す
。

高
血
圧
が
多
い
鮫
川
村

　

村
の
生
活
習
慣
病
治
療
者
は
３
８
３

人
で
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
虚

血
性
心
疾
患
（
12
・
８
％
）
と
脳
梗
塞

な
ど
の
脳
血
管
疾
患
（
９
・
９
％
）
が
高

い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重

症
化
し
て
い
る
人
の
61
・
９
％
が
高
血

圧
を
患
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
は
、
▼
遺

伝
▼
塩
分
▼
肥
満
▼
多
量
飲
酒
▼
運
動

不
足
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
鮫
川

村
で
は
味
付
け
の
濃
い
食
べ
物
が
多

い
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
気
を
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
村
山
保
健
師
。

　

高
血
圧
の
予
防
や
血
圧
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
、
重
症
化
を
防
ぐ
鍵
と
な
り

ま
す
。

　

村
の
健
診
で
は
、
▼
血
管
を
傷
付
け

る
リ
ス
ク
（
危
険
因
子
）
の
検
査
▼
動

脈
硬
化
に
よ
り
進
行
す
る
臓
器
の
検
査

―
な
ど
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
、
健
診
結

果
か
ら
自
分
の
体
と
血
管
状
態
を
正
し

く
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

村
山
保
健
師
は
呼
び
掛
け
ま
す
。

重
症
化
は
経
済
的
な
負
担
に
も

　

村
民
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
１

カ
月
約
２
万
円
。
本
村
と
同
規
模
の
町

村
と
比
較
す
る
と
低
い
金
額
で
す
が
、

今
後
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
習
慣
病
治
療
者
の
多
く
は
、
重

症
化
し
た
状
態
で
入
院
と
な
り
ま
す
。

入
院
治
療
に
は
外
来
受
診
よ
り
も
高
額

な
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
身
体
的
な

負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
負
担
に

も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
症
状
が
悪
化
し

て
介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
負
担
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

入
院
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
前
に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

り
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
り
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

村保健センター所長

Murayama Michiko
村山通子保健師

自分の体の状態を知り
生活習慣を見直すことから

　生活習慣病は、自覚症状がほとんどありません。動
脈硬化が静かに進行し、自覚症状が表れたときには重
症化しています。突然、心筋梗塞や脳梗塞などで倒れ、
取り返しのつかないことになりかねません。介護が必要
になったり、命を落としたりする恐れもあります。
　体の中は見えません。そのため、年に１度は健診を

受けて、自分の体の状態を知ることが大切です。そして、
異常があった人は、生活習慣を見直しましょう。健康な

状態に戻すためには時間がかかります。少しずつ生活を

改善し、それを習慣化することが重要です。

24年の村の総死者数は70人。特徴は、２位の「脳
卒中」と３位の「心臓病」を合わせた循環器系の病
気が多いこと。２つを合わせると、１位の「がん」を
上回る30.0％

老衰

肺炎

心臓病

脳卒中

がん

【グラフ１】鮫川村の死因の構成割合
資料：保健統計の概況（24年確定数）

Selfcare
【特集】セルフケア

自分の健康は自分で守る

Voice

25.7％

15.7％

14.3％

8.6％

2.9％

メタボ

高血圧

高血糖

脂質異常

タバコ

心筋梗塞

脳梗塞

腎不全

血管のリスク 重　症　化重症化予防
【図１】生活習慣病患者の血管の状態

血糖、中性脂肪、ＬＤＬ
コレステロールが中膜に
染み込み、血管の壁が厚
くなり始める。血管内腔
の変化は見られない。

ＬＤＬコレステロールな
どが固まりプラークを形
成。血管内腔が狭まる。
それに伴い、血液の流れ
が悪くなる。

プラークが大きくなり、
血管内腔は１～３割程度
になる。プラークが破裂
することで、血液がふさ
がれる。

➡ ➡ ➡ ➡

Selfcare【セルフケア】は、「健康の自己管理」という意味があります

生活習慣病は静かに進行し、時間をかけて体をむしばんでいきます

体の中は見えない上に、自覚症状がありません

自分の健康を守れるのは自分だけです

健診を受けて体の状態を知ることから始めましょう
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【表２】日程および対象地区

実施日 対象地区
７月６日（月）赤坂西野区
　  ７日（火）西山区
　  ８日（水）赤坂中野区
　  ９日（木）赤坂東野石井草区
　 10日（金）渡瀬区
　 12日（日）富田区・受診していない人
　 13日（月）青生野区・受診していない人

【表３】大腸がん健診無料クーポン券対象者

年　齢 生年月日
41歳 49年４月２日～ 50年４月１日
46歳 44年４月２日～ 45年４月１日
51歳 39年４月２日～ 40年４月１日
56歳 34年４月２日～ 35年４月１日
61歳 29年４月２日～ 30年４月１日

【表４】健康診査およびがん検診などの内容

健（検）診名 検査内容 対象者 料　金

特定健康診査 身長体重、ＢＭＩ、腹囲、医師診察、血圧、尿検査、
血液検査、心電図、眼底検査など

40～74歳の国民健康保険加入者 500円

後期高齢者健康診査 身長体重、ＢＭＩ、腹囲、医師診察、血圧、尿検査、
血液検査、心電図、眼底検査など

75歳（健診日現在の年齢）以上 無　料

県民健康調査 身長体重、ＢＭＩ、腹囲、医師診察、血圧、尿検査、
血液検査、心電図、眼底検査など　※医師診察なし

19～ 39歳 無　料

結核検診 胸部レントゲン撮影 65歳以上 無　料
肺がん検診 胸部レントゲン撮影 40～ 64歳 500円
喀痰検診 細胞検査 50歳以上（たばこ指数などの対象者） 500円
胃がん検診 バリウムによる胃部レントゲン撮影 40歳以上 500円
大腸がん検診 便潜血反応検査 40歳以上 500円
前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性 500円

肝炎ウイルス検診 血液検査 40歳の人、41歳以上で今までに受けた
ことがない人 500円

※ 75歳以上は無料　※胃がん検診は、国保加入者は無料

【表１】大竹和安さんの健診結果（一部抜粋）

検査項目 基準値 22年 23年 24年 25年 26年 27年
ＢＭＩ ～ 24.9 24.4 23.5 22.4 22.5 22.7 ー

腹囲 男：85cm未満 85.3 82 78.9 78.8 81 ー

γーＧＴＰ ～ 50 [IU/l] 85 67 57 65 41 ー

血圧
収縮時 ～129 [mmHg] 180 140 134 166 164 132

拡張時 ～ 84 [mmHg] 90 74 90 90 94 80

血糖（空腹時） ～ 99 [mg/dl] 101 113 102 100 98 ー

ＬＤＬコレステロール ～119 [mg/dl] 171 186 177 158 152 131

※■…医療機関受診が必要なレベル　■…生活改善が必要なレベル
※27年の値は、大竹さんがかかりつけ医で測定した結果です。
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血
圧
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
高
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け
て
い
た
あ

る
日
、
め
ま
い
を
感
じ
て
病
院
に
行

き
ま
し
た
。
薬
で
一
時
的
に
値
は
下

が
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
改
善
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

健
診
の
後
、
保
健
師
さ
ん
か
ら
結

果
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
あ
ま
り

に
も
一
生
懸
命
だ
っ
た
の
で
、「
指

摘
さ
れ
た
こ
と
の
６
割
は
や
っ
て
み

よ
う
」
と
生
活
習
慣
を
見
直
し
始
め

ま
し
た
。

　

▼
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ブ
ラ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
に
変
え
る
▼
飲
み
物
は
お

茶
に
す
る
▼
孫
と
一
緒
に
食
べ
て
い

た
お
菓
子
を
控
え
る
な
ど
、
１
年
目

は
、
糖
分
を
減
ら
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
翌
年
の
健
診
結
果
で
は
少
し
改

善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ま
た
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
毎
年
１
つ
か

２
つ
の
目
標
を
立
て
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
酒
や
油
も
の
な
ど
を
少
し
ず

つ
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
無
理
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
完
璧
に
や
ろ
う
と
し

な
い
こ
と
が
継
続
の
秘
訣
だ
と
思
い

ま
す
。

　

保
健
指
導
を
受
け
る
ま
で
は
、「
こ

れ
く
ら
い
は
食
べ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、

あ
の
ま
ま
以
前
の
食
生
活
を
続
け
て

い
た
ら
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
い

た
り
、
命
を
落
と
し
て
い
た
り
し
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
課
題
は
血
圧
で
す
。
漬
物

や
塩
辛
な
ど
、
し
ょ
っ
ぱ
い
食
べ
物

が
大
好
き
で
、
食
生
活
を
変
え
る
の

は
大
変
で
し
た
が
、「
物
足
り
な
い
」

と
感
じ
る
味
付
け
で
食
べ
て
い
る
う

ち
に
、
味
覚
が
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」

を
目
指
し
て
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

大竹和安さん

おおたけ・かずやす●1948年東京都生
まれ。10年前から東京都と鮫川村の二
地域居住。東京都のかかりつけ医を受
診し、治療を続けている。健診と保健
指導は鮫川村で受けている。医師や保
健師の助言を受けて、生活習慣改善に

取り組んでいる。西山字菅ノ目、66歳。

無
理
は
せ
ず
、
継
続
す
る
こ
と
で
健
康
に

７
月
６
日
か
ら
住
民
総
合
健
診
始
ま
る

病
気
は
「
治
療
」
か
ら
「
予
防
」
へ

　

村
の
健
診
受
診
者
の
う
ち
、
ま
っ
た

く
異
常
が
な
い
人
は
１
割
程
度
。
逆
に

言
え
ば
、
９
割
の
人
は
健
康
に
何
ら
か

の
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。「
行
政
や
病
院
に
頼
ら
ず
『
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
』
と
い
う
意
識
と

行
動
が
重
要
」
と
、
ビ
ー
ン
ズ
ヘ
ル
ス

の
会
の
青
戸
会
長
は
力
を
込
め
ま
す
。

　

病
院
や
医
師
は
万
能
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
重
症
に
な
っ
て
か
ら
病
院
に
行
っ

た
の
で
は
、
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
病
気
に

な
っ
た
ら
治
す
」
と
い
う「
治
療
」
で
は

な
く
、
私
た
ち
自
身
が
積
極
的
に
病
気

ビーンズヘルスの会

Aoto Ryouichi
Voice

Interview

青戸良一会長

住民主体の健康づくりを

一人一人の意識と行動が大切
　近年、生活習慣病患者は増加傾向にあります。行政に

頼らず、私たち村民一人一人が健康増進に取り組まなけ

ればいけない状況です。「村健康運動サポーター・ビーン

ズヘルスの会」は、住民が主体となって健康づくりに取り
組んでいる団体です。自分自身の健康維持はもちろん、
村民に対して「自分の健康は自分で守る」という意識付
けをするための活動に力を入れています。生活習慣病予
防には、日頃の運動と食事、何より意識が大切です。

【グラフ１】鮫川村の受診率の推移

【グラフ２】26年の各行政区の受診率

資料：鮫川村保健センター調べ（速報値）

資料：鮫川村保健センター調べ[％ ]

[％ ]
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を
「
予
防
」
す
る
姿
勢
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
意
識
を
変
え
、
生
活
習

　

村
は
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、

治
療
、
生
活
改
善
な
ど
を
目
的
に
、
７

月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
期
間
、
住
民

総
合
健
診
を
行
い
ま
す
。
各
地
区
の
日

程
は
【
表
２
】
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
内
容
は
【
表
４
】
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
は
無
料
で
大
腸
が
ん

検
診
を
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
併
せ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
は
、【
表

３
】
の
対
象
年
齢
の
男
女
で
す
。

会
場　

村
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

７
時
30
分
〜
９
時
30
分

※
県
民
健
康
調
査
は
９
時
30
分
か
ら

10
時
ま
で

県
上
位
の
受
診
率
を
誇
る
鮫
川
村

　

25
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
（
法
定

報
告
）
は
67
・
８
％
で
、
県
内
２
位
。

26
年
度
は
各
行
政
区
と
も
値
を
伸
ば

し
、
村
全
体
で
69
・
４
％
で
し
た
。

　

健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
約

３
割
。
理
由
は
、「
医
者
に
か
か
っ
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」「
病
院
で
も
健
診
と

同
じ
よ
う
な
検
査
を
受
け
て
い
る
」「
自

覚
症
状
が
な
い
」
な
ど
で
し
た
。
病
院

で
は
、
住
民
健
診
と
同
一
の
総
合
的
な

検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。
目
に
見
え
な
い

血
管
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年

に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

目
標
値
達
成
で
保
険
料
減
算
に

　

20
年
度
か
ら
、
０
〜
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
費
の
40
％
を
支
援
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
特
定
健
診

受
診
率
65
％
以
上
、
保
健
指
導
率
45
％

以
上
、
内
臓
脂
肪
減
少
率
10
％
以
上
」

を
達
成
し
た
場
合
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
（
若
年
者
の
保
険
料
）
が
減
算
に
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
加
算
に
な

り
ま
す
。
村
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
目
標
値
を
達
成
し
た
た
め
、

「
減
算
該
当
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
は
、
受
診
率
70
％
を
目
標
に
各
行

政
区
の
保
健
推
進
員
に
よ
る
「
健
診
受

診
の
声
か
け
運
動
」
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

慣
を
変
え
る
こ
と
が
、
健
康
な
心
と

体
、
私
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
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行政

ＮＡＶＩ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.10

青生野小学校 0.10

朝日山登山道入口 0.09

青生野肥育組合 0.11

鹿角平観光牧場 0.08

　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員
会

は
、
毎
週
金
曜
日
に
仮
設
焼
却

施
設
周
辺
の
空
間
線
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
仮
設
焼
却
施
設

周
辺
の
空
間
線
量
測
定
結
果
と

関
連
フ
ァ
イ
ル
は
、
村
と
環
境

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

問
村
地
域
整
備
課
環
境
係
☎
㊾

　

３
１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

■施設周辺の空間線量（５月22日実施）　　　　 [μSv/h]

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
施設東側 120ｍ 0.10

施設南側 120ｍ 0.13

施設西側 120ｍ 0.13

施設北側 120ｍ 0.15

仮置場看板付近 0.08

石久保線起点 0.12

石久保線終点 0.10

和協管理棟付近 0.12

　

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
お

よ
び
青
年
等
就
農
計
画
認
定
書
交

付
式
は
４
月
24
日
、
役
場
村
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡
邊
浩
佳
さ
ん

（
54
）
＝
蕨
ノ
草
＝
、
株
式
会
社
あ
さ

ひ
フ
ァ
ー
ム
（
藤
田
浩
之
代
表
取
締

役
）、
國
島
敦
志
さ
ん
（
38
）
＝
鍬
木

田
＝
の
３
経
営
体
が
認
定
農
業
者

に
、
伊
藤
真
之
さ
ん
（
28
）
＝
八
斗

蒔
＝
が
認
定
新
規
就
農
者
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

認
定
式
で
は
、
大
樂
村
長
が
一
人

一
人
に
認
定
書
を
手
渡
し
た
あ
と
、

「
皆
さ
ん
の
力
は
貴
重
な
財
産
。
村

と
し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
農

業
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
自
信
と
希

望
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
鮫
川
村
議
会
議

員
一
般
選
挙
は
４
月
26
日
、
村
内
７

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
10
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

５
月
７
日
に
は
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
議
長
、
副
議
長
や
所
属
常
任
委

員
会
な
ど
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
村
の
振
興
、
発

展
に
な
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

渡
邊
さ
ん
と
國
島
さ
ん
は
稲
作
、

株
式
会
社
あ
さ
ひ
フ
ァ
ー
ム
は
稲
作

と
飼
料
作
物
受
託
の
経
営
改
善
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
新
規
就
農

者
の
伊
藤
さ
ん
は
、
２
０
０
８
年
に

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
と
し
て

鮫
川
村
で
生
活
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
新
規
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。
稲
作
や
園
芸
作
物
の
栽
培
に
取

り
組
み
、
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
者

が
経
営
改
善
を
進
め
る
計
画
を
村
に

提
出
し
、
審
査
を
経
て
、
村
長
が
認

め
る
も
の
で
す
。
認
定
さ
れ
た
農
業

者
は
、「
鮫
川
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

議
長　

星　

一
彌

副
議
長　

宗
田
雅
之

監
査
委
員　

前
田
雅
秀

【
総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
】

委
員
長　

関
根
政
雄

副
委
員
長　

遠
藤
貴
人

委
員　

前
田
雅
秀

委
員　

前
田
武
久

委
員　

星　

一
彌

【
産
業
・
厚
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長　

関
根
英
也

副
委
員
長　

北
條
利
雄

委
員　

堀
川
照
夫

委
員　

京
條
英
征

委
員　

宗
田
雅
之

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長　

関
根
政
雄

副
委
員
長　

北
條
利
雄

委
員　

遠
藤
貴
人

委
員　

関
根
英
也

委
員　

宗
田
雅
之

【
東
白
衛
生
組
合
議
会
議
員
】

　

北
條
利
雄

【
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
議
会
議
員
】

　

星　

一
彌
、
宗
田
雅
之

担
い
手
に
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
認
定
は
、
２
０
１
０
年
12
月
以

来
、
６
年
ぶ
り
。
村
内
の
認
定
農
業

者
は
45
経
営
体
、
認
定
新
規
就
農
者

は
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
意
欲
的
に
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
農
業
者
は
、

経
営
規
模
、
性
別
、
年
齢
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
担
い
手
に
位

置
付
け
て
い
き
ま
す
。
国
の
支
援
策

な
ど
を
有
効
活
用
し
、
村
の
持
続
的

な
農
業
お
よ
び
農
地
の
維
持
に
取
り

組
み
ま
す
。

問
村
農
林
課
農
政
係
☎
49
３
１
１
４

検査試料 赤坂西野 西　山 赤坂中野 東　石 富　田 渡　瀬 青生野

原木シイタケ 100～210 97 不検出 73 57

コゴミ
不検出　
　　～ 13

不検出 不検出 不検出

タラノメ 不検出 10 95 448

ウド 不検出 不検出 不検出

ウルイ 不検出 不検出 不検出 8

クレソン 8 不検出 不検出

小松菜 不検出 不検出 不検出

タケノコ 49
不検出　
　　～12

9

チンゲン菜 不検出 不検出 不検出

フキ 不検出 不検出 9

ワラビ 不検出 不検出 不検出

アスパラガス 不検出 不検出

葉タマネギ 不検出 不検出

ホウレンソウ
不検出　
　　～ 8

11

[ベクレル/㎏］４月２日～５月15日検査

　村内で栽培・採取され
た農産物などの放射性セ
シウム測定結果を公表し
ます。結果は参考値で目安
です。
　村は引き続き放射性物
質の検査を受け付けてい
ます。ぜひ、利用してくだ
さい。

問村農林課☎㊾３１１４

農産物などの

放射性物質
測定結果

【注釈】
①放射性セシウムは134と137
の合算値です。
②検出限界値未満を「不検出」
と表示しています。
③空欄は測定実績がありませ
んでした。
④同じ地区で複数ある場合は、
最小値と最大値を表示してい
ます。

村
議
会
新
体
制
が
決
定

認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
を
認
定

新たに選出された10人の議員と３役で集合写真撮影

（写真左から）伊藤さん、國島さん、

大樂村長、藤田さん、渡辺さん

農業経営改善計画の作成

市町村が計画を認定

認定農業者

農業経営改善計画には５年後の目標とその

達成のための取り組み内容を記載する

【認定基準】
①市町村基本構想に適しているか

②農用地を効率的・総合的に利用できるか

③達成できる計画であるか

【支援】
①農地のあっせんや経営に関する助言・指
導を受けることができる

②国や県などの事業を活用できる

③無利子または低金利で資金を借り受け

できる

④農業者年金に加入すると保険料の国庫
補助を受けられる

➡
➡
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季
節
や
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

都
会
に
は
な
い
鮫
川
村
の
良
さ

上_東京農大の里山景観保全活動に参加しま

した。学生たちは熱心に作業をしていました

下_「鮫川ふるさと春まつり」の天体観望会。ス

マートフォンで月を撮影しました

東京都北区で開催された「赤羽

馬鹿祭り」で物販をしました。

新鮮な農産物、大豆やエゴマ

の加工品など、好評でほぼ完

売しました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

　めぐみのさと　　　緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記

第
69
回
入
学
式

　

４
月
６
日
、
入
学
式
を
行
い
、

29
人
の
新
入
生
が
鮫
川
中
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
校
長
か
ら
は
、
▼
先
輩
か

ら
学
ぶ
▼
自
分
自
身
を
高
め
る
▼

目
標
を
持
っ
て

挑
戦
す
る
―
と

式
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
新
入
生

を
代
表
し
て
棚

井
未
有
さ
ん
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

新
入
生
は
、
大
き
な
希
望
を
持
っ

て
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

生
徒
会
の
対
面
式

　

４
月
15
日
、
対
面
式
を
行
い
ま

し
た
。
３
年
生
を
中
心
に
学
校
の

決
ま
り
や
委
員
会
の
活
動
を
分
か

り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。
特

に
部
活
動
紹
介

で
は
、
お
笑
い

芸
人
顔
負
け
の

ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
ネ
タ
を
披
露
し
ま
し
た
。

２
泊
３
日
の
修
学
旅
行

　

４
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３

日
間
、
３
年
生
は
修
学
旅
行
で
関

西
方
面
に
行
き
ま
し
た
。
京
都
市

内
の
班
別
自
主
研
修
、
大
阪
城
や

東
大
寺
の
見
学
な
ど
、
充
実
し
た

３
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、

「
今
後
の
学
習

な
ど
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」

「
と
て
も
楽
し
い
３
日
間
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
訓
練
と
防
犯
教
室

　

４
月
29
日
、
避
難
訓
練
と
防
犯

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
鮫
川
分
署
員

か
ら
避
難
の
際

の
注
意
点
や
消

火
訓
練
を
指
導

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、

防
犯
教
室
で
は
、

鮫
川
駐
在
所
の
枝
野
巡
査
部
長
か

ら
、
不
審
者
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
中
学
校
）

鮫川中学校編

（128）

　マツの葉がトゲトゲしている理由を

１人の児童から質問され、調べたこと

があります。

　マツは、とても古い時代から存在

するもので、地球が誕生して間もない

ころに生まれた植物だそうです。当時

は、紫外線などが直接地球に降り注

ぎ、生物にとっては有害でした。もち

ろん、人類はまだ誕生していません。

　そのような時代、サクラやケヤキの

ように葉が大きいものは、有害な紫外

線などの影響を受けやすく、すぐに枯

れてしまいます。マツの葉のトゲは、

その名残であることが分かり、驚きま

した。

　変化する社会では、このような気付

く力、調べようとする意欲が求められ

ているのです。

奧貫　洋

教育長コラム
みんなから好かれる保育士に

お母さんみたいな看護師が夢

水族館でショーをやりたい

料理で世界中の人を元気にしたい

さめがわの教育

ぼ
く
・
わ
た
し
の
主
張

＜

第
１
回＞

青
生
野
小
６
年
生

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .２

Education  of  SAMEGAWA

岡部梨音さん

澤口琴音さん

棚井綾香さん

山形祐貴君

将来の夢は保育士です。子どもが好きだか

らです。みんなから好かれる保育士になり

たいです。頑張っていることは読書です。
学校の「朝読タイム」や家で読んでいます。
家では、新聞も読んでいます。

将来は、お母さんみたいに優しい看護師に

なりたいです。病気の人を治してあげたいで

す。運動会の鼓笛演奏を頑張りました。私
はキーボード担当。初めは難しかったけど、
本番では上手に演奏できました。

水族館の飼育員になることが夢です。ショー

で、イルカやペンギンを指示通りに動かして

いるところがかっこいいです。家のお手伝
いを頑張っています。宿題が終わってから、
牛の世話や料理を手伝っています。

料理人になりたいです。東日本大震災があっ

て、困っている人を料理で救いたいと思い

ました。僕の料理で世界中の人を元気にし

たいです。最後の小学校生活なので、みん

なで協力して楽しい学校生活にしたいです。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　

緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
の
山
田
恵
里
で
す
。

鮫
川
村
に
来
て
約
２
カ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
鮫
川
村
の
生
活
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
。

　

４
・
５
月
は
「
手
・
ま
め
・
館
」
の
手
伝

い
を
し
た
り
、
東
京
農
大
の
活
動
に
参
加

し
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

特
に
、「
手
・
ま
め
・
館
」
の
手
伝
い
を

し
た
時
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
食
べ
た
こ

と
が
な
い
野
菜
が
種
類
を
変
え
て
毎
日
納

品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ル
イ
、
ウ
ド
や
コ
ゴ
ミ
な
ど
は
親
し

み
が
な
く
、
ど
ん
な
山
菜
か
さ
え
も
知

ら
な
い
た
め
、
調
理
法
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
食
べ
て
お
客
さ
ん
に
説
明
す

る
日
々
で
し
た
。
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

５
月
９
日
・
10
日
は
、
東
京
都
北
区
で

開
催
さ
れ
た
「
赤
羽
馬
鹿
祭
り
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
鮫
川
村
で
は
考
え
ら
れ
な
い

く
ら
い
の
人
の
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た

が
、
無
事
に
完
売
し
ま
し
た
。
赤
羽
は
人

も
ビ
ル
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
季
節

や
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
鮫
川
村

が
や
っ
ぱ
り
一
番
だ
と
思
い
ま
し
た
。
何

よ
り
空
気
と
水
が
違
う
と
分
か
り
、
驚
き

ま
し
た
。
都
会
に
は
都
会
の
良
さ
が
あ
り

ま
す
が
、
自
然
体
で
暮
ら
す
に
は
自
然
に

囲
こ
ま
れ
た
方
が
心
身
と
も
に
落
ち
着
き

ま
す
。

　

今
後
は
、
農
家
さ
ん
が
忙
し
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
農
業
関
係
の
お
手
伝
い
を

始
め
る
予
定
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
は
畑
仕
事
な
ど
、
野
外
で
の

活
動
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
体

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
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　「
ま
め
で
達
者
な
村

づ
く
り
」
事
業
は
12
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
栽
培
す
る
大
豆
の
種

子
配
布
を
５
月
22
日
、

各
地
区
の
集
落
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
い
ま
し

た
。

　
近
年
は
、
連
作
障
害

に
よ
る
大
豆
の
小
粒
化

が
目
立
ち
、
品
質
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ほ
場

を
休
ま
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
エ
ン
麦
の
種
子

を
無
料
で
配
布
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
大
豆
の
栽

培
に
55
人
（
９
・
２
㌶
）、

エ
ン
麦
の
栽
培
に
10
人

（
10
・
７
㌶
）、
じ
ゅ
う

ね
ん
の
栽
培
に
１
１
１

人
（
６
㌶
）
の
合
わ
せ
て

１
７
６
人
の
生
産
者
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

種子を受け取る生産者

村政TOPICS

丁
寧
に
苗
を
植
え
る
学
生
た
ち

め
ん
羊
と
ふ
れ
あ
う
子
ど
も
た
ち

夢
中
で
イ
チ
ゴ
を
頬
張
る
子
ど
も
た
ち

今年の豆づくりなどが始まる

大きなイチゴを見つけたよ
さめがわこどもセンターイチゴ狩り

　こどもセンターのイチゴ狩りは５月12日、13日
の２日間、株式会社恵美寿（近藤喜勝代表）＝塙
町＝のイチゴハウスで行われました。３歳から５
歳児までの87人が参加。子どもたちは、真剣な

様子で探し、真っ赤に大きく実ったイチゴを見つ

けては口いっぱいに頬張っていました。

田植えや郷土食を学ぶ

命の大切さなどを学ぶ

東京農大里山景観保全活動

めん羊ふれあい体験

　東京農大の「第92回里山景観保全活動」は５月
16日、17日の２日間、村内で行われました。活動
には、学生など16人が参加。手植えによる田植え

作業やタケノコ掘りを体験したほか、落合地区の

人たちと交流を図りながら、鮫川の郷土料理を堪
能しました。

　福島県各種功労者知事表彰式は５月14日、杉
妻会館＝福島市＝で行われ、赤坂中野区納税貯
蓄組合（金澤一四組合長）が優良納税団体として

知事表彰を受けました。同組合は、1956年から

59年にわたる納税意識の高揚を図る取り組み、
期限内の高い納税率が認められました。

村政TOPICS

多くの行楽者でにぎわう

鮫川の「食」の魅力などを都市部に発信

鮫川ふるさと春まつり2015

上 _華麗な技を披露したライ

ダーたち。多くの観客を魅了し

た（ＧＯＢＩＧ）／左 _鹿角平観

光牧場で焼き肉を楽しむ来場

者（春のバーベキュー祭り）

詐欺被害に遭わないために
社会学級開級式・第１講座

　めん羊ふれあい体験は５月14日、中沢めん羊
の里づくり組合めん羊小屋＝中沢＝で行われまし

た。こどもセンターの４・５歳児58人が参加。め
ん羊に餌を与えたり、毛刈りを見学したりしたほ

か、地元のお母さんたちの手料理が振る舞われ、
地元の人たちと交流を深めました。

　社会学級開級式は５月13日、村公民館で開か

れました。松崎清次村老人クラブ連合会長が「積
極的に参加し、いろいろなことを学ぶ」と誓いの

ことばを述べました。式終了後には、第１講座が

行われ、なりすまし詐欺について実演を交えなが

ら理解を深めました。

　県自然保護指導員として長年にわたり、自然環
境の保全活動、美化清掃、自然保護思想の啓蒙
などに尽力した功績が認められ、芳賀元治さん

（70）＝江竜田＝が「福島県自然保護功労者知事
表彰」を受賞しました。芳賀さんは、1998年から

江竜田自然環境保全地域などで活動しています。

実
演
を
す
る
参
加
者

ほ っ と ニ ュ ー ス

　今回で18回目となる「鮫川ふるさと春まつり

2015」は５月２日から５日までの４日間、村内各会
場で開かれ、村内外から多くの行楽者が訪れてに

ぎわいました。
　鹿角平観光牧場では、「春のバーベキュー祭り」
が催され、大自然の中で焼き肉に舌鼓を打ちなが

ら連休の一日を楽しんでいました。また、農産物
加工・直売所「手・まめ・館」では「春の味覚まつ

り」としてバイキング、ほっとはうす・さめがわでは

「春の山菜と手打ちそばを味わう会」が開催され、
大勢の来場者が鮫川の味覚を堪能しました。モト

パーク森＝遠ヶ竜＝では、フリースタイルモトクロ

スの全日本戦「ＧＯＢＩＧ」が開催され、ライダーた

ちの華麗な技に大きな歓声が上がりました。

　
東
京
都
北
区
の
「
第

60
回
赤
羽
馬
鹿
祭
り
」

が
５
月
９
日
、
10
日
の

２
日
間
、
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅

前
を
メ
ー
ン
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
村
は
昨
年
に
続
い
て

の
参
加
。
新
鮮
な
農
産

物
や
大
豆
・
エ
ゴ
マ
の

加
工
品
な
ど
を
販
売
し

ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
ほ
ぼ
完
売
す
る
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
都
市

住
民
に
鮫
川
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
ほ
か
、

県
産
食
材
の
安
心
・
安

全
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
北
区
と
は

物
販
を
始
め
、
料
理
教

室
や
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

を
通
し
て
交
流
を
深
め
、

鮫
川
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
都
市
交
流
を
進
め
、

村
の
活
性
化
へ
つ
な
げ

ま
す
。

高
い
納
税
意
識
が
認
め
ら
れ
る

環
境
保
全
な
ど
の
功
績
た
た
え

赤
坂
中
野
納
税
貯
蓄
組
合
に
知
事
表
彰

芳
賀
元
治
さ
ん
に
知
事
功
労
賞

表
彰
状
を
手
に
す
る
金
澤
組
合
長

受
賞
を
喜
ぶ
芳
賀
さ
ん

農産物などを買い求める都市住民
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Book

ハーブを育てる。ハーブの香りを楽
しむ。ハーブティーを飲む。ハーブ

たっぷりの料理を食べる。ハーブ

でできることはた

くさんあります。楽
しみながら生活に

ハーブを取り入れて

みましょう。ハーブ

の育て方や効能な

どを紹介します。

自分のペースで生きたい、争わない

生き方をしたい人が、夢を実現する

ためにはどうしたら

いいか。マイペース

でも結果を出せる

11の法則とそれに

伴う80余りの技術
や考え方を紹介し

ます。

1213 1213

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

もり・だいすけ●1989年６月生まれ。2001 年に鮫川村に移
住。サービス業（棚倉町）に勤務。趣味はDVD鑑賞とドライブ。
向上心を持ち続けることを心掛けている。赤坂東野字遠ヶ竜、
25歳。

　

私
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
い
て
い
ま
す
。

以
前
は
製
造
業
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

人
と
の
関
わ
り
が
好
き
だ
と
実
感
し
た

た
め
、
転
職
し
ま
し
た
。

　

人
と
の
関
わ
り
は
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
が
面
白
さ
で
も
あ
り
、
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
仕
事
は
、
ま
だ
ま
だ
覚
え

る
こ
と
が
多
く
、
大
変
で
す
。
し
か
し
、

仕
事
終
わ
り
に
、
同
僚
や
上
司
と
食
事

や
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
こ
と
が
一
番
の

楽
し
み
で
す
。
癒
や
し
や
安
心
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
仕
事
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、

く
だ
ら
な
い
話
も
し
ま
す
。
自
分
自
身

の
足
ら
な
い
部
分
を
指
摘
し
て
く
れ
た

り
、
向
上
心
を
さ
ら
に
強
く
し
て
く
れ

た
り
す
る
機
会
で
す
。

　

癒
や
し
や
安
心
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
が
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
鮫
川

村
で
す
。
私
が
鮫
川
村
に
来
て
14
年
に

な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
変
わ
ら
ぬ
自
然

と
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。
疲
れ
た
と
き

や
頑
張
っ
た
と
き
に
、
元
気
を
も
ら
い
、

一
息
つ
か
せ
て
く
れ
る
場
所
だ
と
思
い

ま
す
。
友
人
と
会
え
ば
、
ま
た
変
わ
ら

ぬ
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と

う
れ
し
い
で
す
が
、
き
れ
い
な
鮫
川
村

が
ず
っ
と
あ
っ
て
く
れ
た
ら
、
こ
ん
な

に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
号
は
、森
岡
信
太
郎
さ
ん（
西
山
字
棚
橋
）

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

203村民【随想】リレー

森 大亮さん

仕事と鮫川

み ん な の ペ ー ジ

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
古
文
書

古文書を読む会
青戸良一会長／７人

　

１
９
７
８
年
に
歴
史
好
き
な
人
た
ち
で

発
足
し
た
「
鮫
川
村
史
探
会
」
が
、「
古
文
書

を
読
む
会
」
の
前
身
で
す
。
活
動
す
る
中
で
、

古
文
書
を
読
め
る
必
要
性
を
感
じ
、
知
識
を

身
に
付
け
て
き
ま
し
た
。

　

毎
月
第
２
水
曜
日
、
阿
久
津
文
男
さ
ん

（
85
）
の
指
導
で
、
古
文
書
の
解
読
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
▼
古
文
書
や
地
方
史
に
関

す
る
資
料
収
集
と
研
究
▼
村
内
外
研
修
▼
村

史
の
普
及
―
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
の
生
活
な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
面
白
い
」
と
目
を
輝

か
せ
る
青
戸
会
長
（
73
）。「
歴
史
、
人
間
の

足
跡
は
ず
っ
と
続
く
の
で
、
一
緒
に
勉
強
す

る
仲
間
を
増
や
し
た
い
」
と
、
歴
史
に
興
味

を
も
つ
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

39

を

彩

■

わたしを整える
ハーブのめぐみ

争わない「生き方」
自分は自分　人は人

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

五
月
晴
五
色
の
看
板
風
の
中中

井
　
恒
峯

代
掻
き
の
翁
足
許
お
ぼ
つ
か
な北

條
素
人
坂

桜
咲
く
村
は
村
議
の
選
挙
戦松

本
　
精
一

菜
の
花
と
利
根
の
流
れ
の
旅
楽
し

前
田
　
縫
子

雉
啼
く
や
村
は
新
樹
の
候
と
な
る

齋
須
　
信
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
絨
毯
館
の
小
径
ま
で

鈴
木
　
米
子

菩
提
寺
の
し
だ
れ
桜
や
道
案
内

山
本
　
恵
子

し
み
じ
み
と
叺
の
歌
集
ひ
と
り
し
ず
か

土
　
竜
　
庵

旬
日
に
及
ぶ
干
天
春
暑
し

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

縫
い
繕
う
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
綻
び
嬉
し
く

て
映
す
部
活
の
孫
の
活
躍
を鈴

木
イ
ミ
子

ク
ロ
リ
テ
ー
大
会
前
の
真
剣
勝
負　

友

の
言
葉
も
励
み
の
一
つ

佐
藤
　
春
枝

武
将
と
い
う
一
つ
の
勲
求
め
つ
つ
現
代

に
見
る
も
骨
無
き
世
相

矢
吹
　
定
子

手
入
れ
す
る
人
の
心
を
映
し
つ
つ
日
々

に
う
る
わ
し　

野
花
一
輪

須
藤
　
幸
子

明
日
へ
と
生
き
る
希
望
を
つ
な
ぐ
よ
う

友
の
持
ち
来
る
明
る
き
話
題水

野
　
珠
子

何
事
も
我
慢
の
し
よ
う
と
祖
母
の
云
う

わ
が
嫁
の
日
の
苦
労
を
指
し
て

関
根
　
瑞
恵

人
生
訓
農
よ
り
得
て
は
暮
ら
し
来
ぬ
其

の
尊
さ
に
生
き
ら
れ
る
今

溝
井
　
清
乃

作
物
が
汗
と
丹
精
に
光
り
い
る
納
屋
の

中
に
も
満
た
す
が
如
く

坂
本
　
伊
紀

何
時
ま
で
も
続
く
隣
国
の
妬
み
な
る
政

治
と
付
き
合
う
こ
と
の
愚
か
さ

一
　
平
　
子

医
者
通
い
館
山
望
め
ば
花
盛
り
悩
め
る

こ
こ
ろ
も
す
ー
と
晴
れ
行
く石

井
　
幸
子

ゲ
ー
ト
部
の
花
見
の
桜
大
会
に
勝
っ
て

き
て
ね
と
コ
ッ
プ
に
一
片

須
藤
シ
ツ
エ

今
年
ま
た
吟
行
会
に
参
加
出
来
き
れ
い

な
つ
つ
じ
と
共
に
喜
ぶ

前
田
喜
三
子

館
山
の
遊
歩
道
巡
り
も
出
迎
え
る
野
花

や
百
合
に
励
ま
さ
れ
つ
つ

関
根
ヨ
ネ
子

風
薰
る
館
山
頂
上
吟
行
会
四
方
の
眺
め

景
色
素
晴
ら
し

藤
田
千
代
子

五
月
晴
れ
新
緑
の
山
の
館
跡
の
つ
つ
じ
の

花
が
咲
き
誇
る
な
り

関
根
ハ
ナ
ヨ

望
み
視
る
館
山
つ
つ
じ
の
紅
映
え
て
苦

労
の
奉
仕
に
乾
杯
す
る
が
に板

橋
　
源
良

萌
黄
よ
り
若
葉
に
変
わ
る
館
山
に
色
ど

り
な
し
て
つ
つ
じ
群
れ
咲
く関

根
キ
ヌ
子

村
民
の
厳
し
き
選
択
背
に
受
け
て
胸
の

バ
ッ
チ
は
責
任
の
勲
章

矢
吹
　
一
二

古
の
武
将
偲
び
つ
巡
り
視
る
館
山
見
事

花
の
山
に
成
す

北
條
　
　
平

見城徹著、幻冬舎

和田秀樹著、新講社

M
O

R
I  D

AISU
K

E
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授
業
で
そ
ろ
ば
ん
を
習
っ
た
人

は
多
い
で
し
ょ
う
。
蛭
田
一

雄
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、
小
学
４
年

生
の
と
き
に
初
め
て
そ
ろ
ば
ん
に
触

れ
ま
し
た
。
当
時
、
金
融
機
関
窓
口

で
き
れ
い
な
女
性
が
そ
ろ
ば
ん
を
は

じ
く
姿
を
見
て
、「
あ
ん
な
ふ
う
に

そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
き
た
い
と
思
っ

た
」
と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
た
「
そ
ろ

ば
ん
教
室
」
を
見
て
、
一
通
り
の
基

礎
を
学
び
、
問
題
集
を
繰
り
返
し
解

い
て
実
力
を
つ
け
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
と
き
に
は
、
簿
記
や
計

算
実
務
の
資
格
を
取
得
。
子
ど
も
た

ち
に
も
教
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
教
え
た
子
ど
も
は
渡
瀬
、
棚
倉
町
、

塙
町
の
３
カ
所
で
、
１
０
０
人
以
上
。

そ
の
後
も
、
そ
ろ
ば
ん
を
肌
身
離
さ

ず
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対

象
に
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
ま
す
。

脳
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
「
そ
ろ
ば
ん
」。
認
知
症
予
防
と

交
流
が
目
的
で
す
が
、
一
雄
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
親
の
介
護
の
こ
と
を
忘

れ
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
好
き
嫌
い
で
は
な
く
、
そ
ろ
ば

ん
が
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
話
す
一
雄
さ
ん
に
と
っ
て
、

そ
ろ
ば
ん
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

愛用のそろばんは、子どもたちを
教えるようになってから買ったも
の。40年以上使い込んでいます

認知症予防と交流を目的とした「た
てやま寺子屋サロン」。個人のレベ
ルに合わせて一雄さんが手ほどき
をします。合間には、お茶を飲みな
がら世間話。笑いが尽きません

み ん な の ペ ー ジ

小松雅和さん

こまつ・まさかず
1993年４月６日生まれ　22歳
Ｏ型　おひつじ座
趣味はドライブ
渡瀬字上

★休日はどのように過ごし

ていますか？

　３歳になる娘が生活の中
心になっています。休日は

村外の公園などへ出かけて

一緒に遊ぶことが多いです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？

　趣味といえるものがない

ので、何か夢中になれるも

のを見つけたいです。興味
があるのはスノーボードで

す。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？

　季節の移り変わりがはっ

きりしているところが好き

です。また、子育てしやす

い環境だと思います。オム

ツ無料券や安い保育料など、
子育て支援が充実している

と感じています。とても助
かっています。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？

　子どもを遊ばせられるよ

うな公園がほしいです。大
掛かりなものではなくて、
ちょっとした遊具があるだ

けでもうれしいです。村外
に行かなくても子どもをの

びのびと遊ばせられます。

■材料（４人分）
大豆…160g　植物油…500g　砂糖…小さじ２
きな粉…適量　青豆きな粉…適量　みそ…適量
大麦こうせん…適量

■作り方
❶大豆は二晩水に浸し、ざるにあげてよく水を切る。
❷新聞紙を厚めに敷き、大豆を広げて６時間程度陰干し

する。（豆が少し小さくなり、しわができる）
❸厚めのフライパンに植物油を入れ、大豆を弱火で約30

分揚げる。
❹食べてみて大豆がコリコリになったら、新聞紙の上に

キッチンペーパーを敷き、手早く大豆をあげる。
❺厚めのフライパンで油を使わずにから煎りしながら、
みそと砂糖で味付けする。
❻きな粉などをそれぞれまぶして味付けする。

若者の広場　№ 126

そろばん

蛭田一雄さん
ひるた・かずお／渡瀬字関口／ 64歳

そろばんを肌身離さず
なくてはならないものに

７月は、下重優樹さん（渡瀬字
関口在住）の予定です。

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る

あなたの

Vol.35

光る技

キラり

五色大豆菓子

今月の一品

アイディア料理コンテスト１６年度最優秀賞受賞作品

さ め が わ レ シ ピ

関根キチさん　（87）　西山字発地岡

紹介者から一言

何度も試行錯誤を繰り返して完成させまし
た。苦労しました。大豆はカルシウムが豊
富なので、骨作りに効果大です。
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■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予
防を呼びかけます。
６月の担当は―
鮫川小学校
保健委員会（６年）

　圓井唯香さん

　藤田百美さん

　関根　幹さん

　生田目高広君
　大平碧斗君

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

表
彰
し
ま
す

　

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福

島
民
報
社
主
催
の「
し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
次
に
該
当
す
る
人
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
９
月
開
催

の
敬
老
会
の
席
上
で
表
彰
を
行

い
ま
す
。

該
当
者　

昭
和
40
年
１
月
１
日

か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に

結
婚
し
た
夫

婦　

※
過
去

に
、
申
請
漏

れ
で
表
彰
を

受
け
て
い
な

い
夫
婦
も
対

ト
レ
セ
ン
プ
ー
ル
監
視
員

業
務
内
容　

村
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
監

視
お
よ
び
施
設
管
理
業
務

資
格　

18
歳
以
上
65
歳
以
下
の

　

健
康
な
人（
高
校
生
を
除
く
）

勤
務
形
態　

▼
昼
間
…
８
時
45

分
〜
17
時
30
分
▼
夜
間
…
18

時
20
分
〜
21
時
15
分　

※

１
日
７
時
間
45
分
以
内
、
週

40
時
間
以
内
で
の
交
代
勤

務
（
特
定
時

間
帯
の
み
勤

務
希
望
相
談

可
）

賃
金　

１
時
間

当
た
り
８
６

０
円
、
日
額
６
７
０
０
円

雇
用
期
間　

７
月
18
日
㊏
〜
８

月
24
日
㊊　

※
休
日
は
、
村

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
規
則
に
よ
る

募
集
人
数　

若
干
名

申
し
込
み　

６
月
26
日
㊎
ま
で

に
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
要
電
話
予

約
）。

問
さ
め
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
49
３
２
９
５

税
務
職
員
（
高
卒
程
度
）

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
▼
①
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人
ま
た
は
28
年
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
人
②
人
事
院
が
①
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
付
期
間　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
…
６
月
22
日
㊊
〜
７
月
１

日
㊌
▼
郵
送
ま
た
は
持
参
…

６
月
22
日
㊊
〜
６
月
24
日
㊌

そ
の
他　

受
験
申
込
は
原
則
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み
と
し
ま
す
。
郵
送
ま

た
は
持
参
す
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事

院
東
北
事
務
局
へ
受
験
申
込

書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１

１
１
／
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０

２
２

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

相
談
内
容　

不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多

重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
な
ど
に
関
す
る
法
律

相
談

日
時　

①
７
月
２
日
㊍
17
時
〜

20
時
②
７
月
16
日
㊍
13
時
〜

16
時

会
場　

①
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
②
須
賀

川
中
央
公
民
館

そ
の
他　

事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
白
河
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
８
㉓
１

７
８
５

象
で
す
。

申
し
込
み　

次
の
必
要
事
項
を

確
認
の
上
、
７
月
13
日
㊊
ま

で
に
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉

係
に
電
話
ま
た
は
役
場
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

▼
夫
・
妻
の
氏
名
、

年
齢
、
最
終
職
業
、
現
職
▼

結
婚
年
月
日
▼
住
所
▼
電
話

番
号

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
係
☎
49

　

３
１
１
３

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
ま
す

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦

没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
は
、
償

還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
す
る

と
と
も
に
、
５
年
ご
と
に
国
債

を
交
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
27
年

４
月
１
日
に
お
い
て「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
し

ま
す
。
▼
①
27
年
４
月
１
日

ま
で
に「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
」
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

人
②
戦
没
者
な
ど
の
子
③
戦

没
者
な
ど
の
❶
父
母
❷
孫
❸

祖
父
母
❹
兄
弟
姉
妹（
満
た

し
て
い
る
要
件
に
よ
り
順
番

は
入
れ
替
わ
り
ま
す
）
④
①

か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
以
内
の
親
族（
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
ま
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
に
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
）

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

　

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

27
年
４
月
１
日
〜

　

30
年
４
月
２
日

請
求
窓
口　

役
場
住
民
福
祉
課

　

福
祉
係

そ
の
他　

請
求
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
福
祉
係
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
係
☎
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３
１
１
３

募
集

i

相
談

i

案
内

i

８ 日 は 歯

の

日

1617

住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

テーマ　鮫川村の四季を感じる風景（村内の美
しい風景や農村景観、年中行事など、季節感
がありカレンダー使用にふさわしいもの）
作品受付期間　27年11月上旬～中旬（予定）
表彰　 ▼特選（１点）…賞金５万円 ▼準特選（２
点）…３万円 ▼入選（９点）…１万円 ▼佳作（５
点）…５千円　※入賞作品については、後日
原版（銀塩写真の場合はネガ・ポジ・スライド

を、デジタルカメラの場合はＪＰＥＧ形式で保
存したＣＤ）を提出していただきます。
撮影地域　鮫川村内に限ります

応募規格　横版で、サイズはカラー四つ切また

はワイド四つ切、Ａ４版。26年１月１日から27

年11月上旬までに撮影したもの

応募資格および条件　 ▼居住地（村内・村外）、
プロ・アマは問いません。 ▼応募作品は、本コ

ンテストおよび他のコンテストに応募された

ものは除きます。 ▼入選作品は、鮫川村ふるさ

との四季カレンダーや村ホームページ、各種パ

ンフレットに使用します。 ▼応募点数は１人５
点までとし、入賞は１人１点となります。

問村企画調整課商工観光係☎㊾３１１５

　全戸配布した「鮫川村ふるさとの四季カレン

ダー」に書かれている筋力づくり教室の日程が

変更になりました。変更後の日程は、18・19ペー

ジ「暮らしのカレンダー」で確認してください。

問村住民福祉課福祉係☎㊾３１１３

■今月の納税　　　　　　　　

村県民税（第１期）
国民健康保険税（第１期）
介護保険料（第１期）
※納期限：６月30日(火)

鮫川村フォトコンテスト
今年も開催します

筋力づくり教室の日程が変更に



1819

暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー
日 月

６/１
●図書館休館日

●トレセン休館日

●固定資産税納期限

７ ８
　あらまちクリニック(棚倉町)
　☎33-8018

●鹿角平クロスカントリーコース
　林間コース完成記念式典

●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・お
　母さんの口腔健康相
　談…13:30 ～／塙厚生
　病院

14 15
　つちやクリニック(塙町)☎43-2250

●さわやか高原ロードレース大会

●消防協会東白川支部幹部大会

●親子読書教室…10:00 ～ [図]

●図書館休館日

●トレセン休館日

21 22
　ふじた循環器科内科クリニック
　(棚倉町)☎33-2013

●納税表彰式・納税組長会議

●図書館休館日

●トレセン休館日

28 29
　金澤医院(矢祭町)☎46-2312

●健康づくり夏季球技大会 [ト]

●図書館休館日

●トレセン休館日

５ ６
　和田医院(棚倉町)☎33-2012

●県内クリーンアップ作戦

●図書館休館日

●トレセン休館日

●住民健康診査…7:30～

　[対象地区：赤坂西野区]

火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )
●「さぎり荘」定休日
●「手まめ館」定休日
●６～７カ月児健康相談
　…9:30～ [保]
● 10カ月児健診・お母
　さんの口腔健康相談
　…13:00～ [保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

９ 10 11 12 13
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室Ａ…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●やまゆり保育室 [こ]

●筋力づくり教室Ｂ…
　10:00 ～ 15:00[保]

●わくわく広場…
　16:00 ～ [図]

16 17 18 19 20
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室Ｃ…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまゆり乳児室 [こ]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室Ｄ…
　10:00 ～ 15:00[保]

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

23 24 25 26 27
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室Ｅ…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室Ａ…
　10:00 ～ 15:00[保]

●筋力づくり教室Ｂ…
　10:00 ～ 15:00[保]

30 ７/１ ２ ３ ４
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室Ｃ…
　10:00 ～ 15:00[保]

●村県民税など納期限

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●やまゆり保育室 [こ]

●筋力づくり教室Ｄ…
　10:00 ～ 15:00[保]

●筋力づくり教室Ｅ…
　10:00 ～ 15:00[保]

７ ８ ９ 10 11
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●住民健康診査…7:30～

　[対象地区：西山区]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●住民健康診査…7:30～

　[対象地区：赤坂中野区]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●住民健康診査…7:30～

　[対象地区：赤坂東野石

　井草区]

●住民健康診査…7:30～

　[対象地区：渡瀬区]

人の
動き

５/１現在・（　）は前月比

人口 ３,811人 （＋１）
（＋１）
（±０）
（±０）

　女
1,924人　男
1,887人

世帯 1,158戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター ６

医

医

医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない方は、届け出の際に申し出てください。

おく
やみ

４月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

広 畑 松本　啓助  4. 2 74歳

滝 須藤アイ子  4. 4 84歳

水 口 佐藤　登利  4.18 93歳

■社会福祉事業のために[金員]…松
本健一（郡山市）　須藤一美（滝）
佐藤惠一（火打石）

■村長が認める事業 [金員]…小川義
則（千葉県）　VARSANDAN CEZAR（石
川県）

寄付
寄贈

４月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

June
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お誕生

４月届け出分・敬称略

中川西　璃
り ま

真・女
平 27.4.2 生
住所…中内
保護者…興信・ゆかり

本郷　和
か ず き

希・男
平 27.4.7 生
住所…大平
保護者…強・睦

熊田　瑛
え い た

太・男
平 27.4.8 生
住所…折戸
保護者…成弥・奈美

小林　らら・女
平 27.4.20 生
住所…水口
保護者…利之・真理

●おわびと訂正
　本誌５月号19ページ「おくやみ」欄
で誤りがありました。おわびして訂正
します。
（正）圓井ハツヱ（誤）圓井ハツエ


